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【
う
ら
へ
続
く
】

　

一
、
文ム
ン
ジ
ェ
イ
ン

在
寅
韓
国
大

統
領
の
特
使
と
北
朝
鮮
の

金キ
ム
ジ
ョ
ン
ウ
ン

正
恩
朝
鮮
労
働
党
委

員
長
の
会
談
の
結
果
、
南

北
首
脳
会
談
を
４
月
末
に

開
催
す
る
こ
と
で
合
意
し

た
。
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
開
設

な
ど
そ
の
他
の
合
意
さ
れ

た
措
置
と
あ
わ
せ
、
朝
鮮

半
島
の
緊
張
緩
和
に
向
け

た
重
要
な
動
き
と
し
て
歓

迎
す
る
。

　

一
、
日
本
共
産
党
は
、

北
朝
鮮
を
め
ぐ
る
危
機

を
打
開
し
、
核
・
ミ
サ
イ

ル
問
題
の
解
決
を
は
か
る

た
め
に
、
米
朝
が
直
接
対

話
に
踏
み
出
す
こ
と
を
繰

り
返
し
求
め
て
き
た
。
今

回
の
南
北
の
合
意
を
契
機

に
、
米
国
が
北
朝
鮮
と
の

直
接
対
話
に
踏
み
出
す
こ

と
を
強
く
求
め
た
い
。

　

一
、
日
本
政
府
は
、
こ

れ
ま
で
の
対
話
否
定
・
軍

事
一
辺
倒
の
か
た
く
な
な

態
度
を
あ
ら
た
め
、
い
ま

生
ま
れ
て
い
る
北
朝
鮮
問

題
の
「
対
話
に
よ
る
平
和

的
解
決
」
を
め
ざ
す
動
き

を
促
進
し
、
そ
れ
を
実
ら

せ
る
立
場
に
た
ち
、
あ
ら

ゆ
る
外
交
努
力
を
は
か
る

べ
き
で
あ
る
。

（
全
文
は
日
本
共
産
党
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
）

南
北
首
脳
会
談
開
催
合
意
を
歓
迎
し

米
朝
対
話
の
開
始
を
求
め
る

　
　

日
本
共
産
党
幹
部
会
委
員
長　

志
位
和
夫

　

安
倍
首
相
が
「
働
き
方

改
革
」
で
ね
ら
っ
て
い
る

「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
」（
残
業
代
ゼ

ロ
制
度
）
は
、「
専
門
職
」

を
年
次
有
給
休
暇
以
外
の

労
働
時
間
の
規
制
を
す
べ

て
適
用
除
外
と
す
る
制
度

で
す
（
表
）。

　

２
日
の
参
院
予
算
委

員
会
で
日
本
共
産
党
の
小

池
晃
書
記
局
長
は
、
残
業

代
ゼ
ロ
制
度
で
は
「
健
康

確
保
措
置
」
と
し
て
「
年

１
０
４
日
以
上
」
の
休
日

が
義
務
付
け
ら
れ
る
も
の

の
、「
年
間
６
０
０
０
時

間
以
上
の
労
働
を
強
制
し

て
も
違
法
に
な
ら
な
い
」

と
指
摘
。
加
藤
厚
労
相
も

残
業
代
ゼ
ロ
制
度
も
撤
回
を

　

年
６
０
０
０
時
間
も
違
法
に
な
ら
ず

　

裁
量
制
と
同
根 

危
険
さ
ら
に

「
違
法
と
い
う
規
定
は
な

い
」
と
認
め
ま
し
た
。

　

小
池
氏
は
、
裁
量
労
働

制
で
働
く
人
の
８
割
が
健

康
状
態
に
懸
念
が
あ
り
、

過
労
死
水
準
の
超
過
勤

務
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
ト

ヨ
タ
自
動
車
の
実
態
を
告

発
。「
業
務
量
に
つ
い
て

労
働
者
に
裁
量
権
が
な
い

か
ら『
み
な
し
労
働
時
間
』

と
か
い
離
が
起
こ
り
、
健

康
被
害
が
生
ま
れ
る
」
と

強
調
。「
高
度
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」は「
裁

量
労
働
制
と
根
っ
こ
は
同

  東日本大震災、福島第 1原発事故から 7年

「原発ゼロの未来へ　福島とともに  

  全国集会」開く

じ
で
、
さ
ら
に
危
険
が
大

き
い
」
と
追
及
。「
歯
止

め
な
き
長
時
間
労
働
を
も

た
ら
す
制
度
は
き
っ
ぱ
り

撤
回
せ
よ
」
と
迫
り
ま
し

た
。

3 月 4日、日比谷野音に 3000 人

　

２
０
１
８
春
闘
、
14
日

が
山
場
。「
４
％
で
満
額

以
外
の
回
答
は
あ
り
え
な

い
。
経
団
連
さ
え
３
％
の

賃
上
げ
の
必
要
性
を
認
め

て
い
る
の
だ
か
ら
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

組
織
見
直
し
。「
セ
キ

ュ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

研
究
所
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

の
一
部
で
組
織
見
直
し
が

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委
員
長
は
７
日
、
次
の
談

話
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
６
カ
国
協
議
の
関
係

国
に
送
付
し
ま
し
た
。（
要
旨
）
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

問
題
に
な
っ
て
い
る
の

は
東
京
都
が
２
０
２
０
年

東
京
五
輪
の
選
手
村
の

名
目
で
16
年
12
月
に
売
却

し
た
中
央
区
晴
海
の
都
有

地
（
約
13
・
４
㌶
）。
近

隣
地
価
の
10
分
の
１
の

１
２
９
億
円
余
と
い
う

破
格
の
条
件
で
三
井
不
動

産
な
ど
11
グ
ル
ー
ブ
の
民

間
事
業
者
に
売
却
し
ま
し

た
。

　

そ
の
手
法
は
、
都
有
地

売
却
の
通
常
の
手
続
き
で

あ
る
一
般
競
争
入
札
で
は

な
く
、
低
層
の
木
造
建
築

物
が
密
集
し
た
地
域
で
の

再
開
発
手
法
で
あ
る
市
街

地
再
開
発
制
度
を
つ
か
い

悪
用
し
た
も
の
。
都
が
委

託
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
は
、
土
地
の
評
価
が

一
番
格
安
に
な
る
第
一

種
市
街
地
再
開
発
事
業

を
採
用
し
、
近
隣
の
基

準
地
価
か
ら
の
推
計
で
約

１
３
０
０
億
円
の
土
地
が

10
分
の
１
の
評
価
に
。
ま

た
同
制
度
に
よ
り
都
有

地
売
却
の
際
に
必
要
な
都

財
産
価
格
審
議
会
で
の
土

地
評
価
を
逃
れ
て
い
ま
し

た
。

　

都
議
会
で
日
本
共
産
党

の
再
検
討
要
求
に
対
し
て

小
池
都
知
事
は
「
適
正
、

公
平
」
と
強
弁
し
ま
し
た

が
、
都
民
に
大
損
失
を
与

え
る
問
題
に
「
都
政
版
森

友
疑
惑
」
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

選
手
村
名
目
の
都
有
地
の
投
げ
売
り

約
１
３
０
０
億
円
が
１
２
９
億
円
余
に

   　
「
都
政
版
森
友
疑
惑
だ
」

今
国
会
で
の
成
立
反
対
が

69
％
、
裁
量
労
働
制
を
削

除
し
た
政
府
の
対
応
に
当

然
だ
が
61
％
だ
っ
た
」「
こ

れ
が
本
法
案
に
対
す
る
国

民
の
民
意
だ
。
政
府
は
法

案
を
撤
回
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

韓
国
・
北
朝
鮮
首
脳
会

談
で
合
意
（
６
日
）。「
４

月
末
に
板
門
店
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」「
北

日
）。「
重
さ
31
㌔
㌘
も
あ

る
。
ど
う
し
て
落
ち
た
の

か
」「
２
月
に
陸
自
ヘ
リ

が
佐
賀
で
墜
落
事
故
を
起

こ
し
た
ば
か
り
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
軍
戦
闘
機
が
ア
ン

テ
ナ
を
落
下
。「
日
本
側

へ
の
通
告
は
６
日
も
遅
れ

た
。
安
全
軽
視
も
は
な
は

だ
し
い
」「
翁
長
知
事
が

相
次
ぐ
事
故
に
、
タ
ガ
が

緩
ん
で
い
る
と
激
怒
し
て

い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
７

年
。「
か
さ
上
げ
工
事
は

進
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、

住
民
が
戻
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
多
い
」「
風
化
さ

せ
ま
い
と
語
り
部
の
活
動

安倍９条改憲NO!　森友・加計疑惑徹底追及 !
戦争煽るな !　安倍内閣退陣 !
3・19 国会議員会館前行動

日時：3月 19 日（月）18：30 ～

場所：衆議院第２議員会館前を中心に

主催：安倍 9条改憲NO! 全国市民アクション実行委員会

　　　戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会

行
わ
れ
る
」「
実
施
時
期

は
４
月
１
日
。
ロ
ケ
移
動

は
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

  

森
友
文
書
改
ざ
ん
疑

惑
。「
財
務
省
の
決
済
文

書
が
書
き
換
え
ら
れ
た

疑
惑
が
持
ち
上
が
っ
て
い

る
」「
野
党
の
要
求
で
財

務
省
が
８
日
に
提
出
し
た

原
本
の
写
し
は
、
す
で
に

提
出
し
て
あ
る
も
の
だ
っ

た
」「
国
会
、
国
民
を
愚

弄
ろ
う
し
て
い
る
」「
改

ざ
ん
が
事
実
な
ら
内
閣
総

辞
職
も
の
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

働
き
方
改
革
法
案
。「
共

同
通
信
の
世
論
調
査
は
、

を
し
て
い
る
人
が
い
る
」

「
両
親
を
失
っ
た
少
女
を

７
年
間
追
っ
た
番
組
に

涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
」

「
生な
い
わ
い業
の
復
興
は
大
変
の

　

国
立
天
文
台
、
東
京
大

学
カ
ブ
リ
数
物
連
携
宇
宙

研
究
機
構
な
ど
が
２
月
27

日
、
す
ば
る
望
遠
鏡
（
口

径
８
・
２
㍍
、
米
ハ
ワ
イ

島
）
に
搭
載
し
た
超
広
視

野
主
焦
点
カ
メ
ラ
を
使
っ

た
観
測
成
果
を
発
表
。

　

観
測
チ
ー
ム
は
、
弱
重

力
レ
ン
ズ
効
果
を
利
用
し

て
、
光
で
は
直
接
観
測
で

き
な
い
暗
黒
物
質
の
分
布

を
広
範
囲
に
調
べ
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
計
画
の
11
％
に

すばる望遠鏡観測

「暗黒物質」の地図できた

当
た
る
領
域
で
観
測
さ
れ

た
２
０
０
０
万
個
以
上
の

銀
河
の
デ
ー
タ
か
ら
暗
黒

物
質
の
分
布
を
推
定
、
３

次
元
地
図
を
描
く
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
地
図
の

奥
行
き
は
、
よ
り
昔
の
宇

宙
の
姿
を
示
し
て
お
り
、

初
め
て
暗
黒
物
質
の
か
た

ま
り
の
時
間
変
化
と
進
化

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

朝
鮮
が
非
核
化
や
関
係
正

常
化
を
め
ぐ
り
米
国
と
対

話
の
用
意
を
表
明
し
た
」

「
対
話
が
つ
づ
く
間
は
核
・

ミ
サ
イ
ル
実
験
も
凍
結
す

る
と
い
う
」「
対
話
に
よ

る
平
和
的
解
決
は
大
歓
迎

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

リ
ニ
ア
新
幹
線
、
談
合

で
２
人
逮
捕（
２
日
）。「
談

合
を
繰
り
返
し
て
い
た
」

「
９
兆
円
も
の
巨
大
事
業

で
、国
費
も
投
入
さ
れ
る
。

談
合
は
許
さ
れ
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

空
自
ヘ
リ
（
沖
永
良
部

島
所
属
）
ド
ア
落
下
（
６

よ
う
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
桜
の
開
花
は
早
い
よ

う
だ
」「
東
京
の
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
は
20
日
の
予
想

だ
」

総務省「家計調査」から作成


